
平成™š年˜™月™Ÿ日 水曜日 第œ�— 号官 報
鳥
取
県
日
野
郡
日
南
町
三
栄

字
矢
戸
渡
上
江

一
八
〇
六
番
一

一
号

一
八
〇
七
番

二
号
及
び
三
号

一
八
〇
七
番
地

先
河
川
敷

四
号
及
び
五
号

一
八
〇
九
番

四
十
四
号
及
び

四
十
五
号

字
上
原
井
手
ウ
エ

一
七
六
二
番
三

六
号
及
び
七
号

一
七
六
六
番
一

地
先
道
路
敷

八
号
及
び
九
号

一
七
六
六
番

十
号
か
ら
十
二

号
ま
で

一
七
六
九
番
三

十
三
号
及
び
十

四
号

二
一
二
六
番

十
五
号

二
一
二
五
番

十
六
号

一
七
七
六
番
二

地
先
道
路
敷

十
七
号

一
七
七
六
番
一

地
先
道
路
敷

十
八
号

一
七
七
八
番
三

十
九
号

鳥
取
県
日
野
郡
日
南
町
矢
戸

字
名
土
谷
尻

一
二
〇
七
番
二

二
十
号

一
二
〇
七
番
一

地
先
道
路
敷

二
十
一
号
及
び

二
十
二
号

一
二
〇
七
番
一

二
十
三
号
及
び

二
十
四
号

字
名
土
家
ノ
前

一
二
〇
六
番
一

二
十
五
号
及
び

二
十
六
号

一
二
〇
五
番
一

二
十
七
号
か
ら

二
十
九
号
ま
で

一
二
〇
五
番
二

三
十
号

一
二
〇
五
番
二

地
先
道
路
敷

三
十
一
号

一
二
〇
四
番
三

三
十
二
号

一
二
〇
四
番
六

三
十
三
号

一
一
九
三
番
四

地
先
道
路
敷

三
十
四
号
及
び

三
十
五
号

字
清
水
田

一
一
九
〇
番
地

先
河
川
敷

三
十
六
号

一
一
八
九
番
地

先
河
川
敷

三
十
七
号
か
ら

三
十
九
号
ま
で

及
び
四
十
一
号

一
一
八
九
番

四
十
号

字
橋
床

一
一
八
七
番
一

地
先
河
川
敷

四
十
二
号
及
び

四
十
三
号

島
根
県
出
雲
市
古
志
町

字
丁
通

二
二
六
五
番

十
二
号
か
ら

十
七
号
ま
で

及
び
三
十
六

号

二
二
七
二
番

十
八
号
か
ら

二
十
号
ま
で

及
び
二
十
九

号
か
ら
三
十

五
号
ま
で

二
二
六
二
番
二

二
十
六
号

二
二
六
二
番
一

二
十
七
号

二
二
三
六
番
一
地
先
道
路
敷

二
十
八
号

字
新
宮

四
四
一
九
番
三

二
十
一
号
及

び
二
十
二
号

四
四
一
九
番
八

二
十
三
号

四
四
二
二
番
続
一

二
十
四
号

字
宇
賀

二
二
三
九
番
一

二
十
五
号

二
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

覚
泉
寺
浴
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

島
根
県
浜
田
市
三
隅
町
岡
見

七
四
〇
番

一
号

四
八
六
二
番

二
号

七
五
二
番

三
号

七
七
三
番

四
号

七
七
四
番

五
号

四
八
六
一
番

六
号
か
ら
八
号
ま
で

四
八
五
八
番

九
号
及
び
十
号

三
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

丸
山
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
二
十

二
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
二
十

二
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

島
根
県
邑
智
郡
川
本
町
大
字
川
下

三
二
〇
二
番
三

一
号
及
び
二
号

三
二
〇
二
番
一

三
号
か
ら
十
一
号
ま
で
、
十
三
号

及
び
十
四
号

三
二
〇
六
番
九

十
二
号

三
二
〇
六
番
一
五

十
五
号

三
一
八
一
番

十
六
号
か
ら
二
十
号
ま
で

一
二
二
六
番
三

二
十
一
号

一
二
二
六
番
一

二
十
二
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
二
十
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

オ
オ
サ
コ
谷
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
二
十

七
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
二
十

七
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

鳥
取
県
日
野
郡
日
野
町
根
雨

字
舟
谷
下
平
ラ

五
二
七
番

一
号
か
ら
四
号

ま
で
、
六
号
、

七
号
、
十
号
及

び
二
十
四
号
か

ら
二
十
七
号
ま

で

五
二
七
番
地
先

道
路
敷

九
号

五
二
八
番

五
号
及
び
八

号
、
十
一
号
か

ら
十
四
号
ま

で
、
二
十
号
か

ら
二
十
三
号
ま

で

字
舟
谷
上
ミ
平
ラ

五
四
〇
番

十
五
号
か
ら
十

九
号
ま
で

二
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

な
つ
ち
谷
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
四
十

五
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
四
十

五
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
二
十
一
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

古
志
町
川
Ｂ
及
び
同
支
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

イ

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十

一
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十

一
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

島
根
県
出
雲
市
古
志
町

字
宇
賀

二
二
三
八
番
二

一
号

二
二
三
八
番
一

二
号
及
び
十

号

二
二
四
二
番

三
号

二
二
四
六
番

五
号

四
四
二
四
番
一

六
号
及
び
十

一
号

二
二
四
一
番

七
号
か
ら
九

号
ま
で

字
新
宮

四
四
二
二
番
続
一

四
号

ロ

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
十
二
号
か
ら

三
十
六
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
十
二

号
と
三
十
六
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の

区
域

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
九
十
九
号

飛
行
場
及
び
航
空
保
安
施
設
の
設
置
及
び
管
理
の
基
準

に
関
す
る
訓
令（
昭
和
三
十
三
年
防
衛
庁
訓
令
第
百
五
号
）

第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
百
里
飛
行
場
の
施
設
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日

防
衛
大
臣

一
川

保
夫

昭
和
四
十
一
年
防
衛
庁
告
示
第
十
一
号
の
一
部
を
次
の

と
お
り
変
更
す
る
。

第
四
項
の
表
飛
行
場
灯
台
の
項
中
「
二
十
閃
光
（
三
秒

毎
に
」
を
「
二
十
八
閃
光
（
約
二
秒
毎
に
」
に
、「
十
五
万

カ
ン
デ
ラ
」
を
「
五
万
カ
ン
デ
ラ
」
に
、「
二
万
二
千
五
百

カ
ン
デ
ラ
」
を
「
一
万
カ
ン
デ
ラ
」
に
改
め
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
三
百
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日

防
衛
大
臣

一
川

保
夫

日

時

平
成
二
十
四
年
一
月
十
七
日
か
ら
同
月
二
十
三

日
ま
で
の
間
、
毎
日
〇
九
〇
〇
か
ら
一
六
〇
〇

ま
で

区

域

下
北
半
島
東
方
の
次
の
Ê
か
ら
Î
ま
で
の
五
地

点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
Ê
の
地
点
と
Î
の
地

点
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
区
域

Ê

北
緯
四
一
度
二
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
一
度
三
二
分
四
七
秒

Ë

北
緯
四
一
度
一
八
分
一
〇
秒

東
経
一
四
一
度
三
三
分
四
七
秒

Ì

北
緯
四
一
度
一
五
分
一
〇
秒

東
経
一
四
一
度
二
六
分
四
七
秒

Í

北
緯
四
一
度
一
五
分
一
〇
秒

東
経
一
四
一
度
二
四
分
四
七
秒

Î

北
緯
四
一
度
一
六
分
一
〇
秒

東
経
一
四
一
度
二
四
分
四
七
秒

な
お
、
射
撃
は
Í
の
地
点
付
近
の
陸
上
か
ら
海

面
に
向
け
て
発
射
さ
れ
る
。

そ
の
他

一

射
撃
試
験
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
発
射
地
点
に
赤
旗
を
掲
揚
す

る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

Ÿ
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